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岡田克也外相が記者会見し、「岡田外交」の抱負を語った。１月 29日の外交演説を踏まえながら、

外相就任以来、①現場に行く②原点に立ち返る③国民の理解と信頼を得る――の３つを心がけてい

ると述べた。アジア太平洋外交が「非常にうまく進んでいる」と自賛し、核軍縮・不拡散について

「方向付けをする１年にしたい」と意気込みを語った。後半の質疑応答では小沢一郎幹事長の政治

資金問題についての考えをただす質問が多かったが「外務大臣の職に完全燃焼したい」「いろんな

ことをいわずに自制すると割り切った」と答えただけで、見解は示さなかった。また、普天間基地

移転問題では、「12月にまとめたかったが、連立政権の３党がまとまらなかった」と先送りの経緯

を改めて説明した。さらに、米海兵隊が日本にあることが「非常に意味のあることだ。グアムとか

ハワイでは少し遠すぎる、時間がかかる」と述べ、海兵隊基地が国内に残る重要性を指摘した。 

 

外務省のホームページ 
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岡田克也外相 「新たな国際協調の時代にお

ける日本外交」という表題をつけましたが、先

般、国会で行った外交演説と共通する内容であ

ります。私は、国際社会は、オバマアメリカ大

統領の登場を一つのきっかけにして、新たな国

際協調の時代に入ったというふうに思っており

ます。 

日本の平和、豊かさというのは、世界の平和

と繁栄、そして、それを実現するための国際協

調の中でこそ実現が可能であるというふうに考

えております。そういう中で、現実には国際社

会はさまざまな問題に直面しておりますので、

そういった問題を国際協調の中で解決していく。

そこで日本がどれだけ主体性といいますか、リ

ーダーシップを発揮できるか、どういう役割を

果たせるかということが問われていると、そう

いうふうに考えているところであります。 

私は、外相就任を去年の 9月にいたしました

が、そのときに3つのことを心がけようと思っ

てまいりました。 

1 つは、現場主義といいますか、現場をなる

べく知る。これはもちろん外務大臣として、現

場といいますと、それぞれの国ということにな

りますが、これはなかなか厳しいところもあっ

て、国会が開いていると、外務大臣が国会を離

れることは難しい場面が多い。絶対できないと

はいいませんが、先週も、カナダでハイチの復

興に関する重要な会議、そして、ロンドンでア

フガン復興支援会議、非常に重要な会議が2つ

開かれまして、例えば、アメリカのクリントン

長官は、いずれも出席されていますが、私はい

ずれも、国会開会中ということで、行くことが

かなわず、それぞれ 2人の副大臣に出てもらっ

たわけであります。 

しかし、いずれにしても、時間の許す限り現

場に行くということをぜひ心がけたい、という

ふうに思っております。 

それから、2 番目は、いままでこうしてきた

からという議論はなるべくやめようということ

を外務省の中でもいっておりまして、鳩山政権

は政治主導ということもいっておりますし、い

ままでの考え方を、もう一回原点に立ち返って

しっかりと考えるということを心がけたい、あ

るいは心がけているところであります。 

3 番目は、やっぱり外交というのは、国民の

理解と信頼があって初めて強い外交ができる、

こう思っております。そのために、国民の皆さ

んにわかりやすく伝えるということをなるべく

心がけたい、こういうふうに思っているところ

であります。 

一言でいうと、国民の理解と信頼というもの

が外交には必要であるということであります。 

 

（「密約はない」は）総理なり外務大臣

の信頼性というのを著しく損ねてきた 

 

その点で、密約の話というのがあります。こ

れは私が外務大臣になった日に、密約について

調査命令をかけたわけであります。この密約の

問題も、歴代の総理や外務大臣が、「いや、密約、

そんなものはありません」と、こういうふうに

言い続けてきたわけですが、しかし、アメリカ

の情報公開などで、まあ、それを密約というか

どうかは別にして、どうも違うのではないか、

何かあったのではないかと、多くの人が実は思

っている。しかし「ありません」といい続ける、

と。こういう状況がやっぱり総理なり外務大臣

の信頼性というのを著しく損ねてきたというふ

うに考えて、事実は事実としてきちんと出す、

そのことによって国民の理解と信頼に支えられ

た外交が初めて可能になると、そういう考え方

でこの密約の問題も対応しているところです。 

ちょっと予定はおくれぎみでありますが、外

務省の調査はすでに終わっておりまして、いま、

有識者による検証作業というのをやってもらっ

ています。 

これは、一つの事実というか、資料について

もいろいろ読み方があるということになると思

います。それを外部の第三者に客観的に分析し

てもらう。こういう問題の専門家を集めました

ので、そういう人たちにしっかりと検証しても

らう、と。 
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それから、もう一つは、まあ、安保改定、沖

縄返還時の 4つの密約なのですが、それぞれ時

代背景もあったわけで、どういう時代背景の中

でこういったことになったのかということも、

あわせてやっぱり考えていかないといけない、

そういう思いで検証委員会の先生方に、いま、

非常に積極的に作業してもらっているところで

あります。どんどん、どんどん、おもしろいで

すから、のめり込んでいただいて、関係者のヒ

アリングも相当やっていただいておりますので、

若干おくれぎみですが、まあ何とか 1カ月前後

のおくれで最終結論を、と。1 月末といってい

たのですけれども、もう 1カ月強おくれるぐら

いの感じで出していただきたいなというふうに

思っているところであります。 

さて、各国と地域との関係ということで、こ

こで 3 つ挙げました。1 つは、日米同盟の深化

ということであります。これは先般の 1 月 13

日のハワイにおけるクリントン国務長官との

80 分の会見の中で、最初の 30 分ぐらいはこの

問題を中心に、もちろん普天間の問題も含めて

ですが、議論をいたしました。 

普天間については、お互いの意見をそれぞれ

述べ合ったということで、アメリカは従来の日

米合意案が最善のものであるという認識を、こ

れは常にそういうのですが、その認識を示し、

そして、日本側としては、5 月末までに政府と

しての結論を出す、ほかに選択肢がないか検討

委員会で検討していると、こういう説明をした

わけであります。 

これについてはすでに 12 月の後半の段階か

ら、お互い意思疎通をよくしておりますので、

特に何か議論したということはありません。お

互いの意見をそれぞれ確認し合ったということ

であります。 

 そして、その上で、しかし、現在の日米安

保条約改定 50周年ということでありますので、

同盟の深化ということについて議論をスタート

させるということにいたしました。すでに議論

は高級事務レベルで始まっております。 

私がここで強調したのは、まずやるべきは、

アジア、あるいはアジア太平洋といっていいか

もしれませんが、そこにおける安全保障環境が

現在どうなっているのか、そして、これからど

うなっていくのかということについて、共通の

認識を持つことが重要であるということであり

ます。例えば北朝鮮、あるいはこれから経済的

にも、軍事的にもより強くなっていくと見込ま

れる中国、それから、それ以外の国々も次第に

経済成長していきますので、中間層が厚くなり、

そして、民主主義というものも成熟化していく

だろうと、そういう中で、そういうことが安全

保障環境にどういう影響を及ぼして、これから

どうなっていくのか。そして、その共通認識を

前提にして、では、日米はどういう役割を果た

すべきか、あるいは同盟がどういう役割を果た

すべきかと、こういう議論だということで、ま

ず共通認識をしっかり持つということが大事だ

ということであります。 

そのうえで、同盟の深化、例えば脅威という

ものも、いままでなかった、例えばサイバーと

か、宇宙とか、新しいそういうものも出てくる、

そういったものに対してもどう考えるかという

ことも議論していかなければならない点ではな

いかと思います。 

 

96年のもの（日米安保再定義）をもう

一回根っこから見直していく 

 

1996 年に橋本総理・クリントン大統領との間

で、日米安保の再定義というものを行いました。

その後は、その再定義をもとにそれに継ぎ足す

形で 2＋2とか、あるいは首脳間でいろんな宣言

などがなされてきたわけですが、でき得れば 96

年のものをもう一回根っこから見直していく、

と。根っこから見直すというのは、同盟の中身

が変わるとかそういうことをいっているのでは

ないのですが、それから時間もたちますので、

15年近くたつわけですから、環境も変わります、

状況も変わっているわけなので、そこからきち

っとやると、そういった同盟の深化ということ

の議論ということが必要ではないか、というふ

うに思っているところであります。 

それから、もちろんこのクリントン長官との
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会談というのは、全体で 80分、最初の 30分が

日米 2国間関係であったわけですが、残りの 50

分は、議論した順番にいいますと、まずクリン

トン長官からアフガ二スタン支援についての協

力の話があり、そして、北朝鮮、イラン。それ

ぞれ北朝鮮は核、ミサイル、それから拉致の問

題、そしてイランの核、ミャンマーの民主化、

そういう話をお互いに議論したわけであります。

それから、地球温暖化とか、核不拡散、核軍縮

とか、50 分で一わたり議論をいたしましたが、

日米でどういう協力ができるかということであ

ります。こういうのも広い意味での同盟という

ことになると思っております。 

 

アジア太平洋における積極的外交の推

進。これは現時点ではうまく進んでいる 

 

アジア太平洋における積極的外交の推進。こ

れは、私は鳩山政権になって、非常に現時点で

はうまく進んでいるというふうに思います。中

国、韓国、あるいはＡＳＥＡＮ、そういったも

のをより前に進めていくということだと思いま

す。もちろん個別にはいろんな問題があります。

中国でいえば、食の安全の問題とか、あるいは

東シナ海のガス田の話とか、そういう問題があ

ります。そういう個別の問題はしっかりとお互

い話し合いをしながら、しかし全体としてはや

っぱり戦略的互恵といいますか、お互いがお互

いを必要としていると、こういう認識で進めて

いく。いままでにない、しっかりとしたアジア

外交ということができているのではないかと思

っております。 

韓国も、ことしは日韓併合 100周年というこ

とで、非常にセンシティブな年ではありますが、

これをしっかり乗り越えて、これから両国間の

30年、50年、あるいは 100年という関係をしっ

かりとつくっていきたい、というふうに考えて

いるところであります。 

北朝鮮は、いろいろと日本と話をしたがって

いるという、そういう話は、例えば日中韓首脳

会談の折とか、いろいろ聞こえてくるわけでは

ありますが、我々としては、一昨年 8月に、拉

致の問題について再調査するという約束を両国

間でしておりますので、それが前に進んでおり

ませんので、これをきちんとやるということが

スタートだと、そういうふうに考えているとこ

ろであります。 

そして、ことしは横浜でＡＰＥＣの首脳会議

が開かれます。ＡＰＥＣの会議も、私も去年、

シンガポールでわずか 22 時間滞在という外相

会談に出ましたが、非常に大きな会議ですので、

国の数が多いものですから、なかなか深い議論

をするというのは難しいところもありますが、

ことしが日本、来年がアメリカが議長国であり

ますので、どういうふうにこのＡＰＥＣという

ものを生かしていくかということを、アメリカ

ともよく協議をしながら、ことしのＡＰＥＣ会

合を成功裏に終えたいと、こういうふうに考え

ているところであります。 

グローバルに展開する外交として、ほかにも

重要な問題がいろいろあります。アフガニスタ

ンは、先ほどいったとおりで、きょうも国会で

石原伸晃さんから、日本のアフガニスタン、パ

キスタン支援は、大盤振る舞いであって、小切

手外交だと、こういうお話がありました。私は、

パキスタン 10億ドルというのは、別に我々が決

めたのではなくて、麻生さんのときに決めたの

で、それが大盤振る舞いというなら、それはい

うところを間違っているのではないかというふ

うに答弁したのですが、まあ、アフガニスタン

5年間で最大 50億ドルというのは、これは鳩山

内閣で決めたことであります。しかしその前 20

億ドルをアフガニスタンに対して支援をしてき

ましたが、これは私はかなり効果があがったと

いうふうに思っています。 

農業支援とか、先生の養成とか、学校を建て

るとか、ポリオとか、道路をつくるというのも

一部やりました。これを規模を拡大して、そし

て、新しい項目としては、アフガンの末端兵士

の社会復帰支援、これは実は先週ロンドンで行

われたアフガニスタン復興会議のテーマの一つ

であったわけですけれども、そういったことに、

とにかく武力で戦うだけではなくて、やっぱり

彼らをこちらに引き戻していくということが必

要だと、そういう判断で行っていきたいと思っ
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ています。 

あと、イラン。なかなか難しい局面だと思い

ますが、日本にも去年、ジャリリ書記（イラン

国家安全保障会議最高評議会書記、2010 年 12

月 20 日―23 日訪日）が来て、私も大分議論い

たしましたが、ＥＵ、3プラス 3、アメリカも含

む、いままで交渉していた国々は、もうそろそ

ろ堪忍袋の緒が切れてきた、と。これは、制裁

ということも視野に置いてやらなければいけな

いというふうになっております。日本としても、

もちろんそういうことで国連安保理で決まれば、

そのことにちゅうちょはしないわけであります

が、しかしまだチャンスが残されているのなら、

話し合いということも重要だと思っております。

いま、具体的に議論されているのは、低濃縮ウ

ランを濃縮するための手順といいますか、そう

いうところで対立をしているということであり

ます。 

アフリカは、TICAD IV（第４回アフリカ開発

会議）で決めたことがきちんと実施されるよう

にフォローアップしていくということでありま

す。 

 

ことし 1 年、やはり核軍縮、不拡散に

ついて、しっかりと方向づけをする 

 

さて、時間もあまりありませんので、少し急

ぎたいと思いますが、地球規模の課題に対する

リーダーシップという意味では、ここで 4つ挙

げました。その中で、1 と 2 が、私は非常にこ

とし重要だと思っています。１の、核軍縮、不

拡散、これはＮＰＴ再検討会議が 5月にありま

すし、それから、7 月にはオバマ大統領主催の

核セキュリティーサミットがあります。 

私は、この前半だけで終わらせるのではなく

て、ことし 1年、やはり核軍縮、不拡散につい

て、しっかりと方向づけをする、そういう年に

したいと思います。オバマ大統領の「プラハ演

説」以前は、基本的に核不拡散体制というのが

危機の状態にあった、と。つまり、ここ数年を

考えてみると、インド、パキスタンの核実験が

あり、そして北朝鮮があり、イランがありとい

うことで、不拡散体制が本当に水が漏れ出して、

決壊するというような状況にあったというふう

に思います。一方で、例えばブッシュ大統領は、

新しい核兵器開発とか、そういうことも主張し

たわけです。 

そういう中で、大統領がかわって、大きく流

れが、いま、変わりかけている、と。そのチャ

ンスをぜひ生かして、この不拡散、軍縮の流れ

をしっかりつくっていこう、こういうふうに考

えているところであります。 

この前の外交演説の中で、あえて私自身が、

一つは核の消極的安全保証――「ほしょう」の

「しょう」の字がちょっと違っていると思いま

すが――というのは、核を持っていない国には、

核を使ってはいかんということであります。こ

れをより明確に、お互い確認をする、と。 

それから、もう一歩進むと、核というのは、

核による攻撃の抑止のためにのみ核というのは

あるのだという、唯一の目的ということですけ

れども、これはすぐできるかどうかは別にして、

そういう方向に世界が議論していけば、核兵器

の役割というのはより減じられるわけで、この

機にそういった議論がしっかりできればいいと

いうふうに思っております。これは実は、ハワ

イでクリントン長官と話したときも、こういう

話を持ち出したところであります。 

 

南北対立という構図にしたことが、や

っぱりＣＯＰ16最大の問題 

 

もう一つは気候変動で、ＣＯＰ16。メキシコ

が議長国であります。ＣＯＰ16については、も

ちろん私は重要な一歩だったと思いますが、反

省もいろいろあります。特に物事を決めるとき

に、全会一致で総会方式でやっていくというこ

との限界、そして、総会方式でなかなかできな

いから、一部の国が集まってやっていると、ほ

かの国からみると、非常に勝手に一部の国がや

っているということになってしまう。この辺を

どういうふうにこれからルールをつくっていけ

ばいいのか、という問題があると思います。 

それからもう一つは、やっぱり途上国対先進
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国のそういう構図、あるいは南北対立という構

図にしたことが、やっぱりＣＯＰ16最大の問題

で、本来は、その途上国のリーダーとして、例

えば中国とかインドとか、発言したわけですけ

れども、現実には、温暖化で本当に困っている

国、例えばアフリカのサブサハラの国々とか、

あるいは島の国ですね、海に沈んでしまう、そ

ういう本当に困っている国にもっと光を当てな

ければいけなかった。いわゆる中心国といいま

すか、Ｇ20に入っているような先進国以外です

ね、そういう国々というのは、多くの場合、み

ずからも大きな排出国でもあるわけで、中国は、

いま、世界最大の排出国、もちろん累積でいえ

ば少ないといわれればそのとおりなのですけれ

ども、ですから、そういった国々にも、責任を

ある程度シェアしてもらえるような、そういう

議論に持っていかなければいけない。みんなで

本当に困っている国を助けると、そういう構図

をいかにつくり出していくかということが、Ｃ

ＯＰ16 の成功に導かれるための大きな点だと

いうふうに思っておりますが、そういうことに

ついて、これからしっかりとやっていきたいと

いうふうに思います。 

現場主義というふうに申しあげましたが、そ

ういう意味では本当に困っている国々を、時間

をみつけてできるだけ回ったり、来ていただい

たりして、そして、活動していきたい、という

ふうに思っているところであります。 

 

国民の理解と信頼に支えられた外交と

いうのが、私の基本的なスタンス 

 

先ほどいいました、国民の理解と信頼に支え

られた外交というのが、私の基本的なスタンス

であります。それに加えて、鳩山政権というの

は、無駄遣いをやめる、行政刷新ということを

旗印にしておりますので、これは外交というか、

外務省についても同じでありまして、関連の公

益法人とか、あるいは独法ですね、そういった

ものに対する改革ということもしっかりと進め

ていきたいと思います。 

ＪＩＣＡなども、先般の事業仕分けでいろい

ろ厳しいご指摘もいただきました。私は、事業

としてはもっともっとやっていくべきだという

ふうに思いますが、しかし一方で無駄があると

いうことであれば、それを改めるということに

ためらいがあってはいけないというふうに思い

ます。 

私の実感では、国民の 7 割、8 割は、何でこ

んなに生活が厳しいときに外国まで行って助け

るんだと、こういうふうに思っている方が多い

と思います。そういう方々は、しかし、いざ海

外で災害があったり地震があったりすれば、た

くさんの義援金が集まると、日本はそういう国

なのですね。ですから、いかに役に立っている

かということさえ伝われば、私はもっともっと

支援すべきだという声が強くなるだろうと、こ

う思っております。そういう意味でのＯＤＡ改

革などもしっかりとやっていきたいと思います。 

最後に、こういうご時世で、まあ、何ていい

ますか、政治主導はいいのですけれども、どう

も役所は縮こまるというようなことがあっては

いけないわけで、私も外務大臣として外務省に

来て、おやっと思うようなこともいろいろあり

ますが、そういうものは直していけばいいわけ

で、基本的にはしっかりとした外交を、外交官

が誇りを持ってやれるようにする、と。 

私は、外交演説の最後に、日本国外務省の総

力を挙げて、人々が希望を感じることのできる

日本外交をやっていくというように申しあげま

したが、外務省がその持てる力をフルに生かし

て、しっかりとした外交をやっていく、そのた

めに頑張りたい、というふうに思っているとこ

ろであります。 

以上です。（拍手） 

 

≪質疑応答≫ 

 

司会・橋本五郎・日本記者クラブ企画委員（読

売新聞特別編集委員） 私からちょっと最初に

総括的に何点か確認をしたいと思います。 

普天間の問題。先ほども触れられましたが、

どうも総理大臣が何を考えているかよくわから

ないということで、非常に苦労されていると思
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うのですけれども、どんな苦労をされているの

かということをお聞きしながら、政治というの

は、やっぱり可能性の技術のはずなのに、どん

どん、どんどん不可能の方向に行っているので

はないか。一体どういうことなんだ。 

そうした中で、場所を探すということが一番

の問題ですけども、それは一体どういう状況に

なっているのか。5 月までといったのは、何の

根拠もなく、ただ期限をつけなければできない

ということでやっているのか、そのことについ

て、最初にまずお伺いしたいと思います。 

 

普天間、いまのままということも、ゼ

ロベースという以上はあり得る 

 

岡田外相 普天間の問題は、いま、平野官房

長官がヘッドになって検討委員会をつくって、3

党で検討していると、こういう状況にあります。

間もなくそれぞれが具体的な案を持ち寄って、

その可能性について検討するということになり

ます。 

社民、国民新がどういう案を持ってくるのか

わかりませんが、そういう中で、基本はゼロベ

ース。官房長官もいっておりますゼロベース。

ゼロベースということは、あらゆる可能性があ

るということでありまして、そういう意味で、

日米合意案というのもその中には含まれていま

すし、つまり検討対象という意味では、それが

採用されるかどうかというのはわかりませんが、

すでに合意した案もありますし、それから、こ

れはいまの普天間の危険な状況を除去するとい

うことからスタートしていますので、そういう

ことはあまり望ましいことではありませんが、

しかし、ほかになければ普天間、いまのままと

いうことも、ゼロベースという以上はそのこと

もあり得るということであります。 

 

司会 総理は否定していますよね、それね。 

 

岡田外相 いや、総理も思いをいわれました

が、明確に否定されたわけではない、というふ

うに思います。 

 

司会 2 つ目は、この前の施政方針演説でも、

ハイチの地震のことについて最初の段階で触れ

ましたけど、しかし日本は、医療チームが行っ

たのは、5 日たってからですよね。あれ、どう

してあんな遅くなっちゃったんですか。 

 

私は合格点だと思うんですが、まあ合

格点が 70 点だとすれば、80 点、90 点の

可能性はなかったのか 

 

岡田外相 その前に調査団を出したんです

ね。で、例えば場所の確定、それから、やっぱ

り守ってくれる人がいるんですよ、これ。です

から、日本の医療チームはスリランカの兵士が

24時間構内で守ってくれたんですね。だからそ

ういうことの手当てとかいうことも必要なんで

すね。 

ですから、私は合格点だと思うんですが、ま

あ合格点が 70点だとすれば、80点、90点の可

能性はなかったのかということで、いま、省内

で検証チームをつくって検討しているところで

す。 

例えば、調査団と同時に医療チームを編成し

て、同時か半日おくれぐらいで出して、マイア

ミで待機させておくとか、そういうこともあり

得たと思いますね。そのときは、しかし場合に

よっては空振りになるかもしれません。そうい

うことをご容赦いただくという、そういうコン

センサスがあるのなら、そういうこともあり得

たかな、と。 

とにかくやみくもに出すというのは、やっぱ

り隊員の安全ということもありますから、難し

い、と。土曜日に、その医療チームの何人かの

お医者さんたちの話を聞いたんですが、そのと

きの話は、あのタイミングがよかったんじゃな

いか、と。あれ以上早かったら、一つは通訳の

手当てができなかった。通訳というのは、現地

語なんですね。フランス語を話せるのは 10人に

1 人ぐらいしかいない。フランス語と現地語の

通訳というのを確保しないと、医療行為ができ
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ない、と。 

それから、全部生活は自己完結なんですね、

水とか食べ物を含めて。衛生とか、そういう、

いろんなことを考えると、あれより早く行って

も、結局医療活動はできなかっただろうと、副

団長のお医者さんがいっておられましたけれど

も、まあしかし、今後のこともありますから、

少し議論しておきたいな、というふうに思って

います。 

 

司会 私から最後に、これが一番聞きたいこ

となのですけれども、小沢さんの問題ですね。

まず 1つは、なぜ党内でそんなにみんな沈黙し

ているのか、それが不思議でしようがない。岡

田代表のときはそうじゃなかったでしょう。そ

れが 1つと。 

 

岡田外相 私が代表？  

 

司会 うん、代表のとき。民主党内は、もっ

とね、いろんな議論があって、それと同時に、

やっぱり内閣支持率がそれによって下がってい

ることは、もう明白ですからね。そうすると、

当然ながら、きのうからいろんな発言が出てい

るんですけども、4 日に起訴――もちろん小沢

さん自身の問題がもっと深刻になれば、全く違

うんですけど、そうじゃなくても、起訴の段階

で、それは出処進退、本人が決めるはずだとい

うことはいっていられない、と。それが政権に

与えている打撃というものを、日々ひしひしと

感じているでしょうから、ね、そうすると、そ

れに対して一体どういう対応をすべきなのか。 

 

とにかくいまはいろんなことをいわず

に、自制して、外務大臣としての職責を

果たす、と割り切りました 

 

岡田 これは、私の答えはいつも決まってい

るんですけども、鳩山内閣の一員として、特に

外交というのは国益をそのまま実現していくと

いうことでありますので、ま、いろんなことに、

特にこのことに何か言及すれば、それだけで多

分、その瞬間から記者がいっぱい取り囲んで仕

事にならなくなることがみえていますから、私

としては、とにかくいまはいろんなことをいわ

ずに、自制して、外務大臣としての職責を果た

すと、そういうふうに割り切りました。 

 

司会 しかし、新しい政治を切り開こうとす

るときに、そういうことで一体いいのかという

問題がありますね。 

 

岡田外相 外務大臣というのは、しかし

100％ちゃんと私にとっては自分の能力、エネル

ギーをつぎ込まないと、とてもできない、そう

いう立場だと思います。 

 

質問 パキスタンの記者です。いまの新しい

戦争ですね、テロリズムの戦争ですか。パキス

タンとテロたちの戦争じゃなくて、インターナ

ショナルコミュニティーとテロリズムの間の戦

争ですね。アフガニスタンの、このまだ 1年に

なってないけど、東京でそういうコンファレン

スがありまして、その中で 5ミリオンドルです

か、それを発表していたんです。アフガニスタ

ンのことわからないけど、どこからどこまで道

つくりました、私、いつも聞くと、どんな病院

つくりました、どこで学校をつくりました、私、

はっきりいうと、わからない。 

 

岡田外相 まあ、ロンドンで行われたアフガ

ニスタンの支援会合でも、一方で、やっぱり政

権の腐敗の問題とか、そういうことも議論にな

りました。日本も 50億ドルのコミットをしまし

たけれども、これは国民の税金でありますので、

それは本当にアフガニスタンの人々にとって意

味のある使われ方をしてもらいたいと、それは

心からそう思います。 

例えば、いま、アフガニスタンの警察官の給

与の半分は日本が負担をしています。これはま

とまった額です。それから、いままでのこの 7

～8 年間でも、例えば学校の先生の養成とか、

特に女性の先生ですね、これ、1 万人規模で日
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本の援助で先生を養成したとか、もちろん学校

の建物を建てているのですが、あとは国際機関

にお金を出して、私もちょっと現場をみたんで

すが、ポリオのワクチンを子供たちに飲ませる

とか、まあ、いろんなことはやっているんです。 

そのことは、アフガニスタン政府はよくわか

っているはずです。我々としては、そういった

ことが本当によりみえる形で行われることを心

から望んでいるところです。 

 

質問 日米同盟の関係で質問ですが、96年の

橋本・クリントンの行った再定義を、その根っ

こから見直したいというお話でしたが、あの 96

年の再定義の本質は何だったかというふうにご

認識されているのかということと、それを変え

るということは、どの部分をどういうふうに変

えられるということが望ましいとお考えなのか、

お願いできますでしょうか。 

 

96年以降は、その96年を前提にして、

接ぎ木のようにやってきた 

 

岡田外相 ですから、根っこから変えるとい

うと、何か全部否定するみたいな印象で受け取

られたかもしれませんが、そういうことではも

ちろんありません。96 年の再定義というのは、

事実はかなり先行していたにしろ、いままでの

日米安保体制というものは安保条約に基づくも

ので、日本及び極東の安全のためのものである。

そして、そのための在日米軍基地であるという

位置づけだったと思いますが、96 年のときに、

アジア太平洋という概念を取り入れて、アジア

太平洋全体の平和と安定のための日米同盟であ

る、あるいは日米安保体制であると、こういう

ふうに考えたと思います。私はそこのところを

変えるつもりはありません。 

そういった枠組みを前提にしながら、先ほど

いいました、新しい脅威とか、そこにおける状

況の変化、新しい国の台頭とか、そういうこと

を踏まえて、しっかりと現状認識から始まって、

そして、何を行うべきかということを議論しよ

う、と。 

つまり、96 年以降は、その 96 年を前提にし

て、それに接ぎ木のようにやってきたのですが、

そうじゃなくて、やっぱりしっかりと根っこか

ら議論して、議論しても、私は、そこのところ

の 96 年の考え方が変わるとは思っていないん

ですけれども、根っこからもう一回きちんと議

論してやっていこう、と。政権も変わったわけ

ですから。アメリカの場合は、そのときも民主

党でしたから、そういう意味では変わっていな

いんですが、日本のほうは変わりましたので、

しっかりとした議論をしたいということです。 

 

質問 きょう、この配られた紙を私みて、お

やっと思ったのは、最後の 4 のところですね。

「国民の理解と信頼に支えられた外交」、さらに、

「納税者の視点に立った自己変革の努力」とい

うのを入れられているので、おやっ、岡田さん、

何かちょっと腹をくくっていうのかなと思った

んですけれども、いまのお答えだと、外交に専

念して、余計なことはいわない、ということな

んですが、この外交が国民の理解と信頼に支え

られるには、外交だけということはあり得ない

と思うんですね。政権がやっぱり信頼されなき

ゃいけない、政治が信頼されなきゃ、外交だけ

が独立してあるわけじゃないと思うんですね。 

また、「納税者の視点に立った」というのを

わざわざ入れられたというのは、おやっと思う

んですね。 

 

岡田外相 深読みのし過ぎですよ。 

 

質問 でも、政治家岡田克也として、外交だ

けというのはわかるんですけども、それだけじ

ゃちょっと寂しいんじゃないでしょうか。これ

だけ集まって。 

 

いま、外務大臣という職にありますの

で、やっぱりここで完全燃焼したい 

 

岡田外相 いや、あのー、私もずっと野にあ

って、もちろん新しい政治改革ということをい
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ってまいりましたけど、いま、外務大臣という

職にありますので、やっぱりここで完全燃焼し

たいと、まずこれをしっかりやりたいという思

いは非常に強いです。18年間のその思いを全部

ここにつぎ込みたいと思っておりますので、そ

れ以外のことについては、いま、わき目も振ら

ずというのが、いまの私の心境です。 

まあ、これは、外交演説でもそういうことを

いっているんですけれども、だから外務省の改

革もしっかりやりますよという、そういう意味

です。 

 

質問 何かしかし、いまの空気は非常にやっ

ぱり不自然な、異様な空気であるっていうこと

は、お感じになっていないですか。 

 

岡田外相 前から申しあげていることです

が、国民の皆さんには申しわけないと思います。

鳩山政権あるいは政権交代にご期待いただいて

いるわけですから。だからみんなでこれを乗り

越えなきゃいけないというふうに思います。 

 

質問 核軍縮、不拡散についてお尋ねしたい

と思うんですが、きょうのお話では、消極的安

全保証について触れられたんですけども、従来、

大臣は、就任当初、核の先制不使用ということ

を主張していらっしゃいましたが、ここに来て

修正されたわけですね。これは、大変いいこと

だと思うんですけども、核の役割を減じるとい

う目的のもとに、消極的安全保証を主張されて

いるのは大変いいことだと思うんですが、ここ

へ来て、このように概念を修正された理由は何

でしょうか。というのが 1つ目です。 

それと、これから、もしそういうお立場に立

つのであれば、これからの日本の拡大抑止につ

いては、大臣はどのようにお考えになっている

んでしょうか。きょうも事務レベルでは、日米

間の協議が行われておりますし、一両日中には、

アメリカの国防総省からＱＤＲが発表されます。

また、1 カ月後にはＮＰＲが同じく部分的に発

表されるでしょう。そうしたことを踏まえて、

大臣は、主に日本の安全保障、そして、拡大抑

止について、どのようにお考えになっているん

でしょうか。というのが 2つ目です。 

それと 3番目に…… 

 

司会 ちょっと、いろいろいわれるとあれで

すから。 

 

質問 じゃ、2つにいたしましょう。それで、

付言しておきますと、先ほど消極的安全保証の

「証」の字、漢字が間違っているとおっしゃい

ましたが、これは「ネガティブ・アシュアラン

ス negative assurance」の日本語訳ですから、

大臣がお書きになったとおり、この「保証」で

正しいと思います。だから修正の必要はないと

思います。 

 

消極的安全保証は、先制不使用の前段

階の話で、流れとしては同じ流れにある 

 

岡田外相 まず、先制不使用という考え方は、

私、述べていた時期はあるんですが、先制不使

用というのは、中期的な目標であるということ

を私はいっております。ですから、私が、いま、

先制不使用を最近いっているというのは間違い

であります。新聞でそういうふうに書くところ

もあるんですが、よく記者会見などをみていた

だければわかるんですが、私は最近そういうこ

とをいっておりません。それは中期的な目標で

ある、と。 

まず具体的な目標としては、ここに書いた 2

つ。つまり消極的安全保証と、そして、核兵器

保有の目的を、核兵器使用の抑止のみに限定す

ると、この 2つが具体的なステップとしてまず

あって、そして、将来的には先制不使用である

と、こういうふうに考えているところでありま

す。 

拡大抑止ということについて、私は、拡大抑

止というのはもちろん必要であるという前提で

考えております。すでにこれは公表してありま

すので、私がクリントン長官やゲーツ長官にあ

てた手紙をごらんいただくと、そういったこと
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ははっきり書いてあるということはご理解いた

だけることだと思います。 

ただ、何ていいますか、消極的安全保証とか、

唯一の目的というのは、先制不使用の前段階の

話で、流れとしては同じ流れにあると思うんで

すね。先制不使用はだめで、消極的安全保証と

か唯一目的はいいと、それは、時間を考えれば

そういう議論はあっても、全然違う概念ではな

い、同一線上の議論であるということは事実だ

と、私は思います。 

 

質問 ドイツのジャーナリストですが、先ほ

どの演説の中で、日中関係も何か順調に行くよ

うなことをおっしゃったんですが、ちょうど同

じ時期で、教科書の関係の歴史問題の報告もち

ょうど出ましたんですが、これで一応協議が終

わったんですが、お伺いしたいのは、まだいろ

いろの合意にならない点もありますから、これ

から第 2段階の、そういうような協議のイニシ

アチブをとりたいつもりですか、あるいは、こ

れはもうそれで終わりますか。 

 

岡田外相 日中歴史共同研究は、教科書とは

直接関係がありません。ただ、学者のレベルで

なるべく共通の認識を持とうということで行っ

ているものであります。いろいろ途中で遅れた

り、一部発表しないとかいうことはありました

けれども、しかしまあ、双方が了解したうえで、

第 1回が終わったことは、私は非常によかった

と思います。 

もちろん、委員の先生方はかなり忍耐を強い

られた部分もあったと思いますが、まあ、なる

べく早く第 2期も取りかかっていただきたいと

いうふうに思います。そのための人選とかそう

いうことも考えていかなきゃいけません。 

そういうふうに、学者同士が政府を少し離れ

て議論する中で、少しでも共通点がふえていけ

ば成功だと、そういうふうに考えています。 

 

質問 先週でしたか、国会の予算委員会の質

疑で、普天間の問題に関連して、鳩山総理が「ベ

ストのシナリオ」とおっしゃったんで、私、お

やっと思って聞いてみたんですが、そこの中で

説明されたのは、結局、沖縄や、与党や、アメ

リカ、3 者の理解を得たいというようなお話で

終わってちょっとがっかりしたんですけれども、

ベストシナリオというよりも、ボトムラインで

すね、民主党政権は、この普天間の問題を5月

まで先送りをして、最低何を達成したいと考え

ておられるのか。 

つまり、自民党政権のときは、例えばこの普

天間問題を語るときに、「抑止力は維持しつつ沖

縄の負担を軽減する」といったような表現で語

られたんですけれど、そういった定性的な表現

でどういう原則をお持ちなのか、ということが

まず 1点。 

もう一つは、先ほどの説明でも、日米の間で

「脅威」に対する認識を共有してということを

おっしゃったんですけれど、今度、日米の合意

で得た 8,000人の海兵隊がグアムに移るわけで

すね。恐らく日本に残るのは、それよりもっと

小さいレベルの、ユニットレベルの海兵隊なん

だろうと思うんですが、彼らとて、年間のうち

の数カ月は海外に行っているわけですよ。とい

うことは、沖縄に残る海兵隊というのは、何の

ための、何の脅威に対する抑止力として残すの

か、そのあたりの説明もお伺いしたいと思いま

す。 

 

海兵隊が、沖縄かどうかは別にして、

日本にあるということは、非常に意味の

あることだ 

 

岡田外相 まあ、基本的には、日本に対する

抑止力を維持しつつ沖縄の負担を軽減するとい

う考え方で議論を行っているということであり

ます。 

私は、この外交演説の中で、在日米軍は日本

の安全を確保する抑止力として重要な役割を果

たしていることについて、もっと国民の皆さん

に率直に語り、理解を深めていかなきゃいけな

いということを申しあげたところであります。 

海兵隊の果たしている役割というのは、やっ

ぱり即応力といいますか、機動性といいますか、
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それは他の３軍に比べて非常にあるというふう

に思いますので、私はそれが、沖縄かどうかは

別にして、日本にあるということは、非常に意

味のあることだというふうに思います。グアム

とかハワイでは少し遠過ぎる、時間がかかると

いうことだと思っております。 

今回、8,000 人が移るとしても、たしかそれ

と同じくらいの数は沖縄に残る。たしか 1 万

8,000 のうちの 8,000 を移すとか、そういう話

だったと思うんですね。もちろん、現実にいま、

じゃ、どれだけいるかといえば、アフガニスタ

ンとか、イラクとか、そちらにかなり行ってい

ますので、現時点における数としてはもっと少

ないと思いますけれども、しかし、定員として

は、まだ 1万近い人数が沖縄にいるということ

で、そのことの抑止力としての意味が、私は非

常にあるというふうに思っています。 

 

質問 就任以来、普天間についてずうっとま

ず最初に検証する、と。だめだったという案も、

実際もう一度自分で検証してみると、それは可

能性があるかもしれないということで、嘉手納

をしましたよね。しかしその嘉手納はあきらめ

ざるを得ない、と。 

 

岡田外相 いや、あきらめたわけじゃありま

せん。 

 

質問 あきらめてない。 

 

岡田外相 ゼロベースですから。 

 

質問 いやいや、そうなんですけども、岡田

さん、外務大臣としては、それをやってきて、

それから、海外も、これはなかなか難しい、と。

そして、やっぱり今度、辺野古の修正案しかな

いというところにたどり着いたんではないんで

すか。そこで、一度は鳩山さんもそこで合意し

たんじゃないんですか。ところが、いろんな事

情で、連立政権の維持という事情もあったでし

ょうし、そういう経過をたどったんじゃないん

ですか。どういう経過をたどったんですか。 

 

12月に何とかまとめたいという気持ち

もあったわけですが、これは連立政権で

すから、政府として 3 党がまとまらない

といけないわけで 

 

岡田外相 まず、アメリカ側は一貫して日米

合意案が最善であると、ここは変わっていない

んですね。そういう中で、しかし政権もかわっ

たので、いろんな経緯も含めて検証をしたいと、

こう申しあげて、これはニューヨークでクリン

トン長官と初めて会ったときに、そして、アメ

リカ側も政権がかわったんだから、そういうこ

とはあっていいということで、検証作業って始

めたわけですね。 

だから、アメリカ側が最善であるという、そ

こは変えないという前提の中で、しかしいろん

な案が途中でなぜだめになって、いまの案にな

ったのかということを検証するという形で、嘉

手納も含めて、いろいろ議論してきたというこ

とであります。 

そういう中で、12月に何とかまとめたいとい

う気持ちも、私も、北澤長官も一方であったわ

けですが、これは連立政権ですから、政府とし

て 3党がまとまらないといけないわけで、私は、

いまの日米合意案を修正してまとまるとか、そ

ういうところまでは行っていないんですね。行

っていないんですけれども、いずれにしても、

社民党がきちんと合意できるということを考え

たときに、やっぱり社民党、国民新党も巻き込

んで、もう一回きちんと議論しようということ

で、この検討委員会ができたということであり

ます。で、半年かけて、12月から 5月までしっ

かりと検討していこう、ということであります。 

 

質問 半年かければまとまりそうだという

のはあったんですか。 

 

岡田外相 いや、それはいつまでも延ばすと

いうわけにはいきませんので。 
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質問 ということだ、と。 

 

岡田外相 はい。 

 

質問 ちょっとしつこいようですが、政治と

カネの話ですけども、岡田さんがたしか代表・

幹事長のときに、民主党は、政治とカネについ

て透明度を増していこう、それから、監査制度

を導入して、会計士のチェックを受けてやろう

ということで、それを一つ売りにしていたわけ

ですが、最近の鳩山総理、それから、小沢幹事

長のこの問題をみますと、基本的に岡田さんが

やられてきた一連の政治とカネの透明度、それ

から、チェックも問題というのがしり抜けにな

っていたといいますか、かなり抜け穴があった

ということだと思うんですね。それも、民主党

のトップ 2人がこういう状況になっている。そ

の点については、これからも外交に専念される

のは結構なんですが、代表・幹事長のころの政

治改革の取り組みについての反省といいますか、

どういうふうにお感じになられているか、その

辺については、お話はあると思うんですけれど

も。 

 

政治資金管理団体については、個人に

任せざるを得ないということで、党組織

について外部監査を入れた 

 

岡田外相 私は、幹事長・代表のころですか

ら、2003 年から 2005 年にかけての時期だと思

いますが、外部監査、つまり監査法人による、

党及び各県連についての外部監査の導入という

ことを決めて、そういうことをやってきたわけ

であります。 

ただし、そのときもやっぱり政治資金管理団

体については、個人に任せざるを得ないという

ことで、党組織について外部監査を入れたわけ

であります。今回、その資金管理団体なり、あ

るいは政治団体というところで起こっているわ

けで、そこまではカバーできていなかったとい

うことであります。 

事実関係がはっきりしないところもありま

すので、例えば、鳩山さんが何に使ったかとい

うのはまだわからないわけですから、そういう

段階で、総理大臣あるいは党の幹事長の要職に

ある方のことを、あんまり軽々しく私はいわな

いほうがいいというふうに思いますけども、基

本的にはやっぱり政治に対する信頼ということ

を考えれば、政治資金については、透明度の高

いやり方ということをしていかないといけない

と、その私の信念は変わっておりません。 

 

質問 この会見と並行して、小沢さんの記者

会見が行われています。その中で、小沢さんは、

1月31日に3時間あまりいろいろな事項につい

て説明を求められた。そして、知っている限り

の事実、すべて記憶している事実を包み隠さず

申しあげたということとともに、みずからの政

治責任について、ここは正確にいいます、「私自

身が刑事責任を問われる事態が仮にあるとすれ

ば、責任は非常に重いと考えている」というこ

とを、会見でおっしゃられたということが、い

ま、速報で入っております。ご感想だけお伺い

します。 

 

岡田外相 まあ、刑事責任を問われるという

のは、どういう事態をいわれるのかというのは、

必ずしもはっきりしませんし、まあ、私は、い

ま、ここでコメントを述べるのは慎重でありた

いというふうに思います。 

 

司会 はい。時間になってしまいました。こ

の辺で記者会見を終わりたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

岡田外相 はい、どうも。（拍手） 

 

文責・編集部 


